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握
り
運
動
〃
で
米
４２

ロキ

農
脇
姉
人
部
が
施
設
ヘ

股
業
脇
問
組
合
の
納
合
員
の
府

人
で
竹
成
す
る
外
竹
性
協
怖
人
部

（岩
崎
央
糾
ｆ
代
共
、
工
■
工
市

六
人
）
は
こ
の
ほ
ど

「
一
体
り
述

劇
」
を
展
‐―――
、
焼
よ

っ
た
米
川
十

二
‐
中
と

一
万
円
在
ブＬ，日
、
市
内
し

力
所
の
七
人
ホ
ー
ム
や
簡
＝
施
設

に
怖
付
し
た
。

お
午
付
り
や
障
＝
者
な
ど
の
人

た
ち
と
少
し
で
も
援
助
し
よ
う
と

竹
午
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
Ｊ
勁
、

十

一
月
末
明
か
ら
今
月
初
め
に
か

け
て
、
十
六
あ
る
支
部
ご
と
に

一

人

一
合
は
ど
の
米
、
ま
た
は
ヽ
４

Ａ
池
ヒ
人
ホ
ー
ム
寿
荘
、
や
す
ら

ざ
苑
、
Ａ
純
ｔ
人
ホ
ー
ム
箕
岡
図
、

州
化
学
Ｍ
、
双
菓
無
、
み
ず
な
さ

■
州
、
共
―‐Ｆ！
作
半
所
に
配
り
、
お

年
桁
り
ら
在
■
ば
せ
た
。

―，‐‐
ク‐‐，
人
部
は
、
性
快
て
＝
か
な

化
＝
在
染
く
た
め
の

「
生
活
教
年
」

や
、
係
支
那
ご
Ｌ
で
，
去
や
食
生

れ
な
ど
の
耐
刊
会
を
開
く
な
ど
の

古
功
を
し
て
い
一角

一
を
出
ち
行

っ
た
。
米
は
新
米
、
市
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卍
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市
内
庇
原
の
社
会
偏
祉
法
人
み

ず
な
さ
学
脚

（藤
村
友
陣
閑
に
）

の
側
■
ら
約
百
人
が
十
二
日
、
日

頃
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
利

明
し
て
い
る
貞
吉
宗

・
金
剛
院
く′＞

境
内
で
、
消
掃
奉
仕
に
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
関
化
ら
が
運
動

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
写
生
な

ど
の
場
と
し
て
こ
の
境
内
を
利
用
、

ま
た
、
制
比
地
と
し
て
多
く
の
人

た
ち
が
紡
れ
る
場
所
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ろ

を
込
め
て
環
境
美
化
に
協
力
し
よ

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

園
と
ら
は
、
境
内
や
鹿
原
川
の

怒

一
，！一一■

■

■
ャ
■

，

土
芋
な
ど
に
分
散
し
一く

て
い
ね

い
に
雑
古
す
を
抜
キ
取

っ
て
い
た
。
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盆踊りを楽しむ園生ら

ギ
肺
ンンンン
鞠
ン
ヽ
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を
迎
え
た
が
む
し
増
い

一
日
。
園

一
大
い
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ

っ

生
ら
は
花
火
遊
び
に
歓
声
を
あ
げ

一
た
。

る
な
ど
、
暑
気
払
い
の
夜
祭
り
を

草取りに汗を流す園生ら


